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11
月
30
日
（
土
）、
い
ち
き
串
木
野
市

の
市
民
文
化
セ
ン 

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、 

約
６
０
０
人
の
参 

加
が
あ
り
ま
し
た
。 

親
子
で
取
り
組
む 

生
活
習
慣
づ
く
り 

旭
小
学
校
、
荒 

川
小
学
校
、
串
木 

野
西
中
学
校
の
Ｐ 

Ｔ
Ａ
が
、
三
校
で
共
通
実
践
事
項
を
設
定

し
、
親
子
で
取
り
組
ん
だ
事
例
を
発
表
し

ま
し
た
。
共
通
実
践
「
生
活
リ
ズ
ム
チ
ェ

ツ
ク
カ
ー
ド
の
活
用
」
を
通
し
て
、
小
中

連
携
が
図
ら
れ
、
各
学
校
更
な
る
具
体
的

な
実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

ネ
ッ
ト
依
存
の
低
年
齢
化
！ 

 

講
演
は
増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
増
田
彰
則

先
生
が
「
睡
眠
不
足
と
メ
デ
ィ
ア
か
ら
子

ど
も
の
脳
を
守
る
」
と
題
し
て
、
ネ
ッ
ト
・

ゲ
ー
ム
・
ス
マ
ホ
の
長
時
間
使
用
が
子
供

に
与
え
る
影
響
や
２
歳
児
問
題
に
つ
い
て

講
演
さ
れ
ま
し
た
。 

保
護
者
と
し
て
の
在
り
方
を
学
び
合
う

有
意
義
な
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。 

観
音
ヶ
池
市
民
の
森
の
千
本
桜
は
、
い

ち
き
串
木
野
市
に
春
を
告
げ
て
く
れ
る
。

青
空
に
映
え
る
桜
も
素
晴
ら
し
い
が
、
坂

道
を
上
り
何
層
に
も
重
な
り
合
う
桜
を
見

渡
す
景
色
は
、
さ
ら
に
格
別
で
あ
る
。 

昨
年
、
こ
の
千
本
桜
の
植
樹
に
携
わ
っ

た
地
域
の
方
の
思
い
や
苦
難
を
聞
く
機
会

が
あ
り
、
開
花
の
た
よ
り
が
一
層
待
ち
遠

し
く
な
っ
た
。 

ま
た
、
１
８
６
５
年
４
月
17
日
に
羽
島

か
ら
旅
立
っ
た
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
の
勇

気
や
功
績
を
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
時
代
を

担
う
青
少
年
た
ち
に
夢
や
希
望
を
与
え
る

た
め
に
始
ま
っ
た
黎
明
祭
も
春
を
告
げ
る

行
事
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る

地
域
の
人
々
の
実
直
な
思
い
と
そ
れ
に
応

え
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
感
動
し
、
清
々

し
さ
を
感
じ
る
。 

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
と
言
わ
れ
る

が
、
地
域
を
愛
し
、
地
域
に
貢
献
し
た
い

人
が
増
え
る
ほ
ど
活
力
に
あ
ふ
れ
、
安
心
・

安
全
で
住
み
心
地
の
よ
い
ま
ち
に
つ
な
が

っ
て
い
く
。
い
ち
き
串
木
野
市
で
は
、
中
・

高
校
生
を
対
象
に
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク

ラ
ブ
「
チ
ェ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
」
を
組
織

し
、
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
図
っ
て

い
る
。
体
験
活
動
や
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、 

大
地
に
根
付
き
将
来
の
市 

を
担
う
千
本
桜
の
よ
う
に 

育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

日和下駄 

い
ち
き
串
木
野
市
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課
長
補
佐 

五
反
田
晴
夫 

～正しい判断は正しい情報から～ 講師は辛坊治郎氏 

日置地区生涯学習推進大会・いちき串木野市生涯学習大会 

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱
公
開 

い
ち
き
串
木
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会 

 
開会式の様子 

 

２
月
２
日
（
日
）
、
い
ち
き
串
木

野
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
７
０
０
人
を
超
え
る
入
場

者
が
あ
り 

ま
し
た
。 

大
会
は
、 

本
市
で
活 

動
し
て
い 

る
セ
ー
ラ 

ー
☆
ス
タ 

ー
ズ
（
小 

１
～
高
２
）
の
華
や
か
な
演
技
で

幕
が
開
き
ま
し
た
。
開
会
行
事
で

は
、
地
区
社
会
教
育
等
に
尽
力
さ

れ
た
個
人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
学
習
成
果
の
発
表
で
は
、

日
置
市
の
「
妙
円
寺
地
区
公
民
館

講
座
」（
ハ
ッ
ピ
ー
ダ
ン
シ
ン
グ
）

の
皆
さ
ん
、
い
ち
き
串
木
野
市
の

「
和
装
礼
法
教
室
」
の
皆
さ
ん
、 

ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り  

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
協
会
」
の

皆
さ
ん
に
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た 

報
道
の
現
場
か
ら
～
情
報
の
正
し
い
判
断
～ 

 
 

テ
レ
ビ
等
で
御

活
躍
の
辛
坊
治
郎

氏
が
、
標
記
の
テ
ー

マ
で
講
演
を
さ
れ

ま
し
た
。
新
型
肺

炎
、
中
国
経
済
、
人

間
の
寿
命
、
運
転
免

許
証
返
上
な
ど
昨

今
の
時
事
問
題
や
、 

自
身
の
ヨ
ッ
ト
遭
難
事
故
を
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
い
話
で
会
場

を
沸
か
し
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
等
の
見
方

を
学
び
、
充
実
し
た
生
涯
学
習
推
進
大
会

と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

セーラー☆スターズ 

地区受賞者の皆様 

 
装道礼法基本動作 

 

【
全
国
・
県
表
彰
】 

※ 

敬
称
略 

〇
地
域
学
校
協
働
活
動
文
部
科
学
大
臣
表
彰 

 

生
冠
中
学
校
学
校
運
営
協
議
会 

 

〇
優
良
公
民
館
文
部
科
学
大
臣
表
彰 

 

土
橋
地
区
公
民
館
（
日
置
市
） 

 

〇
地
域
文
化
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰 

所
﨑 

平(

い
ち
き
串
木
野
市) 

 

〇
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
優
良
図
書
館
等

県
教
委
表
彰 

ふ
き
あ
げ
図
書
館
（
日
置
市
） 

【
地
区
社
会
教
育
優
良
個
人
・
団
体
】 

日
置
市
関
係 

野
﨑
恭
弘
、
竹
下
文
夫
、 

中
野
美
智
子
、
正
木
厳
範
、
吹
上
地
域

食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会 

い
ち
き
串
木
野
市
関
係 

吉
留
秀
俊
、 

山
下
二
直
男
、
て
る
て
る
く
ら
ぶ
、
生

福
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会 
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歓
迎
交
流
会
翌
日
、
イ
チ
ゴ
狩
り
を

体
験
し
ま
し
た
。
北
海
道
で
イ
チ
ゴ
の

栽
培
は
ほ
ぼ
な
く
、
初
め
て
の
イ
チ
ゴ

狩
り
に
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
東
市
来
中
と
上
市
来
中
に
分
か

れ
て
学
校
を
訪
問
し
、
北
と
南
の
気
候

や
習
慣
、
方
言
等
の
違
い
を
知
り
、
お
互

い
の
説
明
の
仕
方
や
話
し
方
に
生
徒
同

士
が
刺
激
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
感
慨

深
か
っ
た
で
す
。 

 

美
山
陶
遊
館 

で
は
陶
芸
を
体 

験
し
、
薩
摩
焼 

の
歴
史
に
触
れ 

ま
し
た
。 

弟
子
屈
町
は 

道
東
の
内
陸
に 

あ
り
、
海
を
見 

る
機
会
が
少
な 

い
生
徒
た
ち
は
、
吹
上
浜
の
海
岸
や
海

に
感
激
し
、
噴
火
す
る
桜
島
に
も
驚
い

て
い
ま
し
た
。
知
覧
特
攻
平
和
会
館
で

は
、
涙
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。
夜
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
で
過
ご
し
、
友

情
を
深
め
ま
し
た
。 

 

貴
重
な
交
流
活
動 

 

 
こ
の
事
業
は
、
生
徒
た
ち
の
貴
重
な

体
験
の
積
み
重
ね
で
30
年
間
続
い
て
お

り
、
南
北
に
離
れ
て
、
文
化
・
風
土
が
異

な
っ
て
も
お
互
い
の
良
さ
を
共
感
し
仲

を
深
め
る
こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。 

今
後
も
こ
の
交
流
事
業
を
末
永
く
継

続
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

11
月
９
日
（
土
）
、
第
14
回
三
島
村
民

文
化
祭
・
生
涯
学
習
推
進
大
会
が
片
泊
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
３
つ
の
島
の
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
２
０
０
名
以
上
が
片
泊
に
集

合
。
全
中
学
生
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ベ
演
奏
や

幼
児
・
小
中
学
生
の
発
表
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
メ
ダ
リ
ス
ト
の
講
演
、
そ
し
て
、
お
楽

し
み
抽
選
会
な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
盛
り

だ
く
さ
ん
で
し
た
。 

特
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
し
、
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
平
山
紘

一
郎
先
生
の
講
演
で
は
貴
重
な
体
験
談

や
心
に
残
る
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

村
民
一
同
こ
れ
ま
で
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら

の
こ
と
に
つ
い
て
、
考
え
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

村
民
が
一
つ
の
島
に
集
ま
っ
て
交
流

す
る
機
会
は
一
年
に
一
度
の
こ
の
時
の

み
。
定
期
船
の
都 

合
に
よ
り
、
約
５ 

時
間
と
限
ら
れ
た 

時
間
で
し
た
が
、 

貴
重
な
講
演
、
可 

愛
い
未
就
学
児
の 

ダ
ン
ス
、
た
く
ま 

し
く
一
生
懸
命
な 

児
童
生
徒
た
ち
の 

発
表
で
笑
い
あ
り
、 

感
動
あ
り
の
充
実 

し
た
大
会
で
し
た
。 

本
市
で
は
、
郷
土
の
教
育
的
な
伝
統
や

風
土
を
生
か
し
た
「
風
格
あ
る
教
育
」
の

推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
吹
上
地
域
で

は
、
そ
の
実
践
の
一
つ
と
し
て
、
島
津
家

中
興
の
祖
と
言
わ
れ
る
吹
上
出
身
の
偉

人
、
島
津
日
新
公
の
功
績
を
学
び
、
そ
の

中
で
も
日
新
公
い
ろ
は
歌
を
重
点
的
に

学
習
し
て
い
ま
す
。 

 

学
習
の
成
果
を
披
露 

 
 

１
月
18
日
（
土
）
に
吹
上
砂
丘
荘
に

て
、
外
郭
団
体
の
日
新
公
顕
彰
会
主
催
の

も
と
、「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」
か
る
た
取
り

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
低
中
高
の
３
学

年
に
分
か
れ
て
試
合
を
行
い
、
吹
上
地
域

内
の
各
小
学
校
か
ら
67
人
が
参
加
し
て
、 

学
年
ご
と
に
熱 

戦
が
繰
り
広
げ 

ら
れ
ま
し
た
。 

低
中
学
年
は 

上
の
句
か
ら
、 

高
学
年
は
下
の 

句
の
み
を
読
み 

上
げ
て
試
合
を 

行
い
ま
す
。
ど 

の
学
年
に
お
い
て
も
、
歌
が
読
み
始
め

ら
れ
た
次
の
瞬
間
、
絵
札
の
上
に
手
が

重
な
っ
て
い
き
ま
す
。
会
場
は
読
み
手

の
声
に
集
中
す
る
子
供
た
ち
の
緊
張
感

で
溢
れ
て
お
り
、
子
供
た
ち
の
顔
は
真
剣 

第
14

回
三
島
村
民
文
化
祭
・ 

生
涯
学
習
推
進
大
会 

三
島
村
教
育
委
員
会 

 

 

「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」
か
る
た
取
り
大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
置
市
教
育
委
員
会 

 

 

そ
の
も
の
で
す
。 

小
学
生
を
対
象
と
し
た
大
会
で
す
が
、

小
学
校
卒
業
後
も
学
習
を
続
け
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
中
学
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
読
み
手
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
中
学
生
の
声
で
い
ろ
は
歌
が
読
み
あ

げ
ら
れ
て
い
く
度
に
、
郷
土
の
伝
統
や
風

土
を
活
か
し
た
教
育
が
、
浸
透
し
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
す
。 

 

日
新
公
い
ろ
は
歌
の
最
初
の
句 

い
に
し
え
の
道
を
聞
き
て
も
唱
え
て
も 

 

わ
が
行
い
に
せ
ず
ば
か
ひ
な
し 

 

こ
の
教
え
通
り
、
日
新
公
の
教
え
を
た
だ

覚
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
教
え
を
実
践

で
き
る
人
間
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

かるた取りの様子 

「
北
海
道
弟
子
屈
町
・
日
置
市
中
学
生 

姉
妹
都
市
交
流
」
を
、
１
月
７
日(

火)

か

ら
10
日(

金)

ま
で
３
泊
４
日
で
実
施
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
弟
子
屈
中
学
校
と
川

湯
中
学
校
か
ら
生
徒
11
人
と
引
率
５
人

を
迎
え
ま
し
た
。 

 

交
流
事
業
の
は
じ
ま
り 

 

 

こ
の
事
業
は
、
昭
和
初
期
に
北
海
道
の

阿
寒
湖
道
路
を
開
通
す
る
こ
と
に
尽
力

さ
れ
た
故
永
山
在
兼
氏
を
顕
彰
す
る
た

め
、
昭
和
58
年
に
出
身
地
旧
東
市
来
町

と
姉
妹
盟
約
を
締
結
し
、
中
学
生
の
交
流

を
平
成
２
年
２
月
に
始
め
た
も
の
で
す
。 

弟
子
屈

て
し
か
が

町
・
日
置
市 

 
 

 
 
 
 

中
学
生
姉
妹
都
市
交
流
事
業 

日
置
市
教
育
委
員
会 

 

 
美山での陶芸体験 

一堂に会して 
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楽
演
奏
や
和 

太
鼓
演
奏
、 

ピ
ア
ノ
演
奏
、 

小
・
中
学
生 

や
高
校
生
に 

よ
る
ダ
ン
ス
、 

和
装
礼
法
の 

披
露
や
高
校 

生
の
書
道
パ 

フ
ォ
ー
マ
ン 

ス
、
弾
き
語
り
や
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
、
幅

広
い
16
の
演
目
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
ま

た
会
場
内
に
は
、
お
茶
会
の
席
や
プ
ラ

板
等
の
工
作
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

司
会
や
照
明
係
、
舞
台
係
、
受
付
や
体

験
コ
ー
ナ
ー
係
な
ど
慣
れ
な
い
役
割
を

緊
張
し
た
面
持
ち
で
こ
な
し
て
い
た
実

行
委
員
た
ち
。
イ
ベ
ン
ト
が
無
事
終
わ

っ
た
時
に
は
安
堵
感
や
充
実
し
た
笑
顔

が
あ
り
、
成
し
得
た
者
に
し
か
味
わ
え

な
い
達
成
感
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

地
域
の
担
い
手
づ
く
り
へ   

年
に
よ
っ
て
は
、
実
行
委
員
の
確
保

が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
応
援
隊

員
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
課
題
も

抱
え
な
が
ら
の
こ
の
事
業
で
す
が
、
実

行
委
員
Ｏ
Ｇ
が
ス
タ
ッ
フ
の
昼
食
（
カ

レ
ー
）
作
り
に
駆
け
つ
け
る
姿
も
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
の
事
業
が
作
る
繋
が
り

を
大
事
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
づ
く
り
の
担
い
手
と
な
る
青
少
年
育

成
活
動
の
一
環
と
し
て
、
取
組
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

薩
摩
藩
英
国
留
学
生
出
発
の
地
で
あ

る
本
市
羽
島
出
身
の
歌
人 

故
「
萬
造

寺
斉
」
の
顕
彰
と
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
「
黎
明
の
地
ふ
る

さ
と
短
歌
大
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

第
３
回
と
な
る
今
回
は
、
５
月
20
日

か
ら
約
２
ヵ
月
間
、
作
品
を
募
集
し
、
県

内
各
地
か
ら
３
１
２
０
点
も
の
沢
山
の

応
募
を
頂
き
、
集
ま
っ
た
作
品
は
、
県
歌

人
協
会
の
ご
協
力
の
下
、
厳
正
な
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
大
賞
に
選
ば
れ
た
県

立
市
来
農
芸
高
校
３
年 

片
岡
怜
愛
さ

ん
の
作
品
「
噛
み
し
め
る
椀
の
最
後
の
一

粒
や 

田
を
離
る
こ
と 

祖
父
の
決
め
た

日
」
を
は
じ
め
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

の
各
部
門
賞
や
留
学
生
賞
な
ど
33
首
の

受
賞
作
品
を
選
出
。 

10
月
20
日
、
い
ち
き
ア
ク
ア
ホ
ー
ル

に
お
い
て
授
賞
式 

を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
大
会
が
、 

日
本
古
来
の
伝
統 

的
文
化
で
あ
る 

「
短
歌
」
に
親
し 

む
き
っ
か
け
と
な 

り
、
ひ
い
て
は
文 

化
の
振
興
に
つ
な 

が
る
よ
う
、
こ
れ 

か
ら
も
取
り
組
ん 

で
い
き
た
い
と
考 

え
て
い
ま
す
。
今
後
の
大
会
へ
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

宝
島
で
は
、
「
み
か
ん
た
も
ー
れ
」
と
い

う
伝
統
行
事
が
あ
り
ま
す
。「
み
か
ん
た
も

ー
れ
」
と
は
、
「
み
か
ん
を
く
だ
さ
い
」
と

い
う
意
味
で
す
。
昔
は
、
十
五
夜
の
と
き
、

団
子
に
加
え
て
み
か
ん
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
落

花
生
な
ど
収
穫
し
た
作
物
を
サ
ン
バ
ラ

（
竹
で
編
ん
だ
器
）
に
お
供
え
し
、
お
月
様

に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
、
来
年
の
豊
作

を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
当
時
の
子

ど
も
た
ち
は
、
「
み
か
ん
た
も
ー
れ
」
と
言

っ
て
、
親
戚
の
家
を
回
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、「
青
、
赤
、
白
の
ど
れ
が
い
い
？
」

と
親
戚
の
人
に
尋
ね
ら
れ
る
と
、
ど
れ
に

し
よ
う
か
迷
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
答
え

て
い
た
そ
う
で
す
。
色
を
選
ん
で
食
べ
物

を
も
ら
う
と
い
う
、
ユ
ニ
ー
ク
な
親
戚
の

家
で
の
ひ
と
と
き
で
す
。
青
は
み
か
ん
、
赤

は
サ
ツ
マ
イ
モ
、
白
は
団
子
を
表
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
み
か
ん
や
サ
ツ
マ

イ
モ
、
団
子
を
も
ら
い
、
収
穫
の
喜
び
を
み

ん
な
で
分
か
ち
合
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

こ
の
伝
統
は
、
近 

年
は
み
か
ん
の
栽
培 

が
な
く
な
っ
た
た
め
、 

み
か
ん
か
ら
お
菓
子 

に
代
わ
っ
た
も
の
の 

収
穫
へ
の
感
謝
の
気 

持
ち
は
、
今
の
子
ど 

も
た
ち
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
「
み
か
ん
た
も
ー
れ
」
の
後
、 

十
五
夜
相
撲
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
土

俵
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

 

12
月
22
日
（
日
）
、
い
ち
き
串
木
野
市

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
チ
ル
ド

レ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
教
育
委
員
会
の
委
託

事
業
と
し
て
平
成
９
年
か
ら
毎
年
取
組

ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
22
回
目

を
数
え
ま
す
。 

 
 

子
ど
も
に
よ
る
企
画
・
運
営 

  
   

市
内
の
小
中
高
生
か
ら
実
行
委
員
を

募
り
、
小
中
高
生
自
ら
が
、
企
画
・
運
営

に
携
わ
り
、
当
日
の
舞
台
出
演
や
運
営
ス

タ
ッ
フ
ま
で
、
全
て
手
作
り
で
取
り
組

む
、
ま
さ
に
「
子
ど
も
た
ち
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
文
化

祭
」
と
言
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
回
は
、

地
元
の
串
木
野
高
校
の
生
徒
を
は
じ
め
、

総
勢
29
名
の
児
童
生
徒
で
実
行
委
員
会

を
組
織
。
出
演
者
の
募
集
や
ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
の
作
製
・
配
布
な
ど
の
広
報
活

動
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
な
ど
、
約
２
カ
月

か
け
て
準
備
し
ま
し
た
。 

こ
の
実
行
委
員
会
の
取
組
を
支
え
て

い
る
の
が
、
か
つ
て
の
青
年
団
Ｏ
Ｂ
等
の

有
志
で
活
動
す
る
「
青
少
年
応
援
隊
」
の

メ
ン
バ
ー
で
す
。
実
行
委
員
会
の
結
成
か

ら
当
日
ま
で
、
こ
の
事
業
の
世
話
役
と
し

て
指
導
・
助
言
等
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。 

前
日
の
準
備
・
リ
ハ
ー
サ
ル
か
ら
当
日

は
、
世
話
役
の
指
導
の
も
と
、
実
行
委
員

会
が
主
体
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。 

今
回
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
小
学
校
の
吹
奏 

「
み
か
ん
た
も
ー
れ
」
宝
島
子
ど
も
会 

十
島
村
教
育
委
員
会  

みかんたもーれ 

第
３
回
黎
明
の
地
ふ
る
さ
と
短
歌
大
会 

い
ち
き
串
木
野
市
教
育
委
員
会 

 

チ
ル
ド
レ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

い
ち
き
串
木
野
市
教
育
委
員
会 

 
チルドレン・フェスティバルの様子 

受賞者とともに 



       
 

 
 

 
 

 
 

 

いもこじ４４号       日置地区社会教育振興会 ⑷ 令和２年３月 1 日 

 

雪
に
耐
え
て
梅
花
麗
し 

（
西
郷
隆
盛
） 

春
に
な
り
、
旅
立
ち
と
出
会
い
の
季
節 

に
な
り
ま
し
た
。
新
型
肺
炎
へ
の
警
戒
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
感
染
予
防
に
努
め
な

が
ら
、
新
た
な
気
持
ち
で
、
前
に
進
ん
で

い
き
た
い
も
の
で
す
。（
事
務
局 

田
中
）  

 
  

 
  

 
 

 

編 集 後 記 

１２
月
７
日(

土)

、 

い
ち
き
串
木
野
市
市 

民
文
化
セ
ン
タ
ー
で 

開
催
さ
れ
、
子
ど
も 

会
員
、
指
導
者
・
育 

成
者
あ
わ
せ
て
６
３ 

８
人
が
参
加
し
ま
し 

た
。
大
里
「
虫
追
踊
」
で
幕
を
開
け
、
松

尾
地
区
子
連
会
長
、
有
村
孝
教
育
長
の
挨

拶
、
表
彰
式
、
子
ど
も
会
活
動
・
体
験
発

表
、
創
作
活
動
、
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
会
活
動
・
体
験
発
表 

 

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
「
チ
ェ 

リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
」
と
、
日
置
市
青
少
年

リ
ー
ダ
研
修
「
多
賀
町
・
日
置
市
交
流
」

の
発
表
、
い
ち
き
串
木
野
市
の
単
位
子
ど

も
会
の
中
央
子
ど
も
会
と
本
浦
地
区
子

ど
も
会
の
活
動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
子
ど
も
が
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

様
子
が
伝
わ
る
発
表
で
し
た
。 

 

創
作
活
動
大
会 

 

 

子
ど
も
た
ち
は
、 

５
つ
の
会
場
に
分 

か
れ
、
「
チ
ェ
ス 

ト
」
（
日
置
市
）
と 

「
チ
ェ
リ
ー
ブ
ロ 

ッ
サ
ム
」(

い
ち
き 

串
木
野
市)

の
ジ
ュ 

ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
の
指
導
を
受

け
、「
ア
ー
ト
フ
レ
ー
ム
」
づ
く
り
に
、
互

い
に
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。 

  

講 

演 
 

本
県
出
身
で
、 

現
在
、
防
衛
医
科 

大
学
校
教
授
の
高 

橋
聡
美
先
生
が
、 

「
親
子
で
育
む
自 

尊
感
情
」
と
題
し 

て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
と
の
関
わ

り
方
や
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
等
に
つ
い

て
、
鹿
児
島
弁
を
交
え
な
が
ら
分
わ
か
り

や
す
く
具
体
的
に
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

昨
年
５
月
に
鹿
児 

島
の
各
地
に
残
る
武 

家
屋
敷
群
「
麓
」
が 

日
本
遺
産
に
認
定
さ 

れ
ま
し
た
。
本
地
区 

内
に
も
串
木
野
麓
が 

あ
る
こ
と
か
ら
、
今 

回
（
11
月
20
日
）
は
、
日
本
遺
産
「
薩
摩

の
武
士
が
生
き
た
町
～
武
家
屋
敷
群
『
麓
』

を
歩
く
～
」
と
銘
打
っ
て
、 

鶴
丸
城
跡
（
御
楼
門
建
設
現
場
）
→ 

喜
入
旧
麓

も
と
ふ
も
と

→
知
覧
麓
→
加
世
田
麓 

を
た
ど
り
ま
し
た
。
御
楼
門
で
は
専
門
員

の
方
に
、
各
「
麓
」
で
は
ガ
イ
ド
の
方
に
懇

切
丁
寧
な
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
、
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
武
家
屋

敷
群
「
麓
」
を
歩
き
な
が
ら
、
そ
の
当
時
、  

 

薩
摩
の
武
士
達

が
農
耕
に
従
事

し
、
平
和
な
世
に

あ
り
な
が
ら
、
武

芸
の
鍛
錬
に
励

ん
で
い
た
往
時

に
思
い
を
馳
せ

る
こ
と
で
し
た
。 

 

    

創作活動の様子 

 
高橋聡美先生 

中
央
ブ
ロ
ッ
ク
子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
及
び
高
校
生
ク
ラ
ブ
等
交
流
大
会 

 
輝
跡
～
令
和
元
年 

み
ん
な
で
つ
く
る
輝
く
跡
～  

12
月
21

日
（
土
）
～
22

日
（
日
）  

台
風
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
た

本
大
会
が
、
日
置
市
、
い
ち
き
串
木
野
市
、

西
之
表
市
、
中
種
子
町
、
南
種
子
町
、
屋

久
島
町
の
３
市
３
町
の
29
人
が
県
立
青

少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
に
集
合
、
交
流
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

初
日
は
、
創
作
活
動
、
各
団
体
の
活
動

報
告
、
宿
泊
学
習
な
ど
を
通
し
て
地
域
や

団
体
の
枠
を
超
え
た 

交
流
を
深
め
る
こ
と 

が
で
き
ま
し
た
。 

翌
日
、
県
民
交
流 

セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
、 

雨
の
中
を
「
文
化
ゾ 

ー
ン
」
の
散
策
を
行 

い
ま
し
た
。
黎
明
館 

で
は
、
現
在
、
復
元
工
事
中
の
御
楼
門
の 

建
設
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
荒
天
に
よ
る
船
の
欠
航
が
予

想
さ
れ
た
た
め
、
熊
毛
地
区
の
皆
さ
ん
は

船
便
を
１
便
繰
り
上
げ
て
帰
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
港
で
は
感
極
ま
っ
て
の
涙

の
別
れ
で
し
た
。 

短
い
交
流
で
し
た 

が
、
今
回
得
る
こ
と 

の
で
き
た
発
見
や
体 

験
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の 

ク
ラ
ブ
で
生
か
し
、 

地
域
社
会
の
リ
ー
ダ 

ー
と
し
て
活
躍
し
て 

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

来
年
は
屋
久
島
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

武
家
屋
敷
群
「
麓
」
を
歩
く 

日
置
地
区
文
化
財
担
当
者
等
研
修
会 

 
御楼門建設現場の見学 

 

喜入旧麓を歩く 

 
オープニング 

 

 

 

 
見学の様子（黎明館） 

再会を期して 

【
子
ど
も
会
関
係 

県
表
彰
】
※ 

敬
称
略 

★
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰 

 

中
野 

弘
己
（い
ち
き
串
木
野
市
） 

★
県
優
良
少
年
少
女
団
体
表
彰 

 

〇
妙
円
寺
３
区
子
ど
も
会
（
日
置
市
） 

〇
花
熟
里
子
ど
も
会
（
日
置
市
） 

〇
扇
尾
子
ど
も
会
（
日
置
市
） 

【
地
区
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰
】 

 

〇
秋
山
俊
一
（
い
ち
き
串
木
野
市
） 

〇
下
神
殿
子
ど
も
会
（
日
置
市
） 

〇
南
湯
之
元
子
ど
も
会
（
日
置
市
） 

〇
宝
島
子
ど
も
会
（
十
島
村
） 

〇
上
名
地
区
子
ど
も
会
（
い
ち
き
串
木
野
市
） 

〇
駅
前
子
ど
も
会
（
い
ち
き
串
木
野
市
） 

 

 

地
区
子
ど
も
会
大
会
・
指
導
者
・
育
成
者
研
修
会 

鹿
児
島
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会 


